
作成日 令和6年 2月 22日 

北部リハビリテーションセンターを利用された方へ  

臨床研究の実施に関するご協力のお願い 

 

 

現在、北部リハビリテーションセンターでは、下記の臨床研究を実施しております。この研究では、利用者のみな

さまの支援で得られたデータ（情報）を利用させていただきます。この研究の対象者に該当する可能性がある方

で異議がある場合には、情報の利用や他の研究機関への提供をいつでも中止することができます。その場合で

も、利用者のみなさまに不利益が生じることはありません。研究の計画や内容などについて詳しくお知りになり

たい方、ご自身のデータがこの研究で利用されることについて異議のある方、その他ご質問がある方は、以下の

問い合わせ先にご連絡ください。 

 

●研究課題名：就労支援を考える上での合理的配慮と認知機能 

●研究責任者：黒川誠子（川崎市北部リハビリテーションセンター北部在宅支援室）  

●他の研究機関：なし  

●研究の目的： 

知的ハンディキャップがある方の、相談経緯と支援内容について調査し、主に就労や社会参加に関する支援

のありかたを検討すること。 

●研究の方法： 

疾患名や障害名、年齢、性別、相談内容、心理検査、支援内容などのデータを収集します。  

●対象： 

2020 年 4月から 2023 年 3月までに、川崎市北部リハビリテーションセンター北部在宅支援室(2021 年

3月までの名称は百合丘障害者センター)の支援を受け、心理評価を受けられた方。 

●研究期間：202４年 2月より 2024年 8月まで  

●個人情報の取り扱い： 

利用する情報から氏名、住所等の個人が特定できる情報は削除し、抽出したデータは匿名化の上、個人が特

定できないように統計処理を行います。データ抽出は支援記録から行います。研究成果は学会や学術雑誌な

どで発表することがありますが、データを匿名化しますので、利用者の方のプライバシーは守られます。 

●任意性の保証： 

本研究への参加拒否の意思を示しても，不利益が起こることはありません。 

●本研究の資金源（利益相反）： 

本研究に関連し、開示すべき利益相反に関わる事象はありません。  

●お問い合わせ 

本研究に関する質問や確認は、下記へご連絡下さい。また本研究の対象となる方またはその代理人（ご本人

より本研究に関する委任を受けた方など）より、本研究に関する情報の利用の停止を求める旨のお申し出が

あった場合は、適切な措置を行いますので、その場合は下記にご連絡をお願いいたします。  

 

 

【問い合わせ】 

川崎市北部リハビリテーションセンター 北部在宅支援室 

公認心理師・臨床心理士 黒川誠子 

TEL:044-281-5453 


